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令和４年度 中学校英語スピーキングテスト(ESAT-J)の実施について 

 

１ 目的 

（１）都内公立中学校、中等教育学校前期課程、義務教育学校後期課程及び特別支援学校中学部にお

ける生徒の英語「話すこと」の力を評価し、英語教育の充実や改善に役立てる。 

（２）都立高等学校入学者選抜において、英語「話すこと」の能力について ESAT-J の結果を活用し、

義務教育の学習の成果を的確に測定する。 

  

２ 対象 

都内公立中学校に在籍する第３学年全生徒 

※ただし、特別支援学級に在籍している生徒については希望による受験とする。 

 

３ 実施内容 

（１）日時 

    令和４年 11 月 27 日（日）午後１時から午後３時４０分 

※感染症罹患等の理由により実施日に受験できなかった場合の予備日 

令和４年 12 月 18 日（日）午後１時から午後３時４０分（予定）   

（２）主な会場 

    都立小石川中等教育学校、立教大学（池袋キャンパス）、都立北豊島工業高等学校、としま区民

センター 

（３）実施方法 

事業者が用意するタブレット端末を用いて、解答音声を録音する方式で実施する。また、 

    生徒を前半受験と後半受験の２組に分け、タブレット端末を移動させる形式で実施する。 

 

４ 実施状況 

（１）受験者数 

中学校名 受験者数 欠席者数 予備日受験対象者数 

駒込中学校 ４６ ０ ０ 

巣鴨北中学校 １３２ ２０ ３ 

西巣鴨中学校 ７１ ７ ２ 

池袋中学校 ９８ ９ ９ 

西池袋中学校 １３２ ２１ ５ 

千登世橋中学校 １１６ １２ １２ 

千川中学校 ６９ ７ ３ 

明豊中学校 １０６ １２ ２ 

合計 ７７０ ８８ ３６ 
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（２）特別措置による受験 

中学校名 措置者数 特別措置内容 

駒込中学校 １ 日本語の補助（１） 

巣鴨北中学校 対象者なし   

西巣鴨中学校 ２ 日本語の補助（２） 

池袋中学校 ２ その他【心理】（１）、日本語の補助（１） 

西池袋中学校 ９ 
きつ音・発達障害関係（１）、発達障害（２）、 

下肢不自由（１）、日本語の補助（５） 

千登世橋中学校 １３ 
聴覚（３）、その他【心理】（９）、 

日本語の補助（１） 

千川中学校 対象者なし  

明豊中学校 ２ 日本語の補助（２） 

合計 ２９ 
日本語の補助（１２）、日本語以外の補助（７）、 

心理的要因（１０） 

（３）「やむを得ない理由」により、受験しない生徒数 

   ２６名（心理的要因２２、フリースクール等への進学４） 

 

５ 結果の活用 

（１）中学校は、ＥＳＡＴ－Ｊとして提供を受けたＡ～Ｆの６段階評価を、生徒の調査書に記載する。 

（２）都立高等学校では、６段階評価を点数化（２０点満点）して取り扱う。 

     （第一次募集・分割前期募集において活用する。） 

  

 

 

 

 

（３）学力調査の点数（７００点満点に換算）と調査書点（３００点満点に換算）に、ＥＳＡＴ－Ｊ

結果（２０点満点）を加え、総得点（１０２０点満点）を算出する。 

 

 

 

 

 

 


